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お忙しくても、約 2 分間で読めます 
 

ハートフル・ワード（心からの言葉）  
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経営者への活きた言葉 
現場重視ではなく現場を直視する  奥 正之（三井住友フィナンシャルグループ会長） 

１．商売の基本は「共有」にあります。何を共有するかというと、まずは「経済理念」であり、経営のノウ

ハウといった「知識」や、顧客・市場の「情報」、そして皆が協働した結果としての「利益」です。組

織に壁を作らず、会社が一体となって顧客に価値を提供し、顧客も会社も共に発展すること、この点が

重要です。一個人や一部門だけで情報や知識を抱え込んでいても、グローバル化と多様化が進んだ世界

では顧客の価値につながらないのです。 

２．組織はどうしても自己増殖を始めます。その結果、部門にとっては最適でも全体のためにならないとい

う現象が起こるのです。いわゆる「部分最適、全体不適合の罠」に陥らないためには、トップ自らの目

によるチェックが常に必要です。ある支店を訪れた際に、窓口で働いていた女性社員から「本社に問い

合わせの電話をしても、様々な部署をたらい回しにされる。私たちの後ろにはお客様がいるのですよ」

という鋭い指摘を受けました。幹部社員に聞くだけでは分からなかった話です。 

３．「現場重視」という言葉がありますが、それでは足りません。組織間の壁を作らないためには、まさに「現

場直視」が重要なのです。                     （参考：「日経ビジネス」2011 年 10 月 3 日号）

経営者のための危機管理 
液晶テレビの時代は終わった 

片山 幹雄（シャープ社長） 

１. 液晶テレビはくだらないビジネスです。単品売り切

り型は間違っています。ここまで単価が下がると消

費者に本当に満足しているのかと自問してしまい

ます。確かに、液晶テレビのおかげで会社の規模は

大きくなり、ブランド価値も高まりました。しかし、

今のビジネスモデルをこのまま続けていれば、いず

れ行き詰まります。太陽電池事業で同じ轍を踏んだ

らおしまいだと思い、数年前からビジネスモデルの

転換を図っています。 

２. 昨年、大規模な太陽光発電所の開発を手がける米リ

カレント・エナジーも買収しました。今年４月には、

イタリア最大の電力会社エネルと共同で太陽光発

電事業にも乗り出した。太陽電池モジュールだけを

売るのではなく、太陽電池が生み出す電力まで売る

会社を目指しています。世界各地で工場や太陽光発

電所を建設するとともに、地元企業と組んで発電事

業にも乗り出します。    

 （参考：「日経ビジネス」：2011 年 9 月 26 日号）

海外事情 
8 千万戸の空き家の行方（中国） 

大前 研一（ビジネス・ブレークスルー大学学長）

１．リーマン・ショック後はアメリカの景気が冷え

込み、日本やヨーロッパも低成長が続いた。金

融緩和でだぶついたマネーは他に行き場を失

い、世界中から中国にカネが流れた。これが不

動産を中心としたハイパーバブルを呼んだわけ

です。しかし欧州危機をきっかけにこの歯車が

逆転し、中国バブルが崩壊しようとしています。

２．今、中国で建ったばかりのマンションで、まだ

空き家のままのものが 8000 万戸もあります。中

国人の中核層が年収の 80 倍くらいまで借りま

くって保有している物件ですから、バブルが崩

壊したら、耐え切れない。加えて中国の不動産

はコンクリート打ちっぱなしのままで売るの

で、保有してもさらに金を掛けて内装やトイレ、

キッチンを入れたりしなければならない。すぐ

に賃貸に出してキャッシュを稼ぐことはできな

い。 

  （参考：「文藝春秋」2011 年 12 月号）

古典に学ぶ 
順境も逆境も自分が作り出すものである 

「世人は、一も二もなく彼を順境の人と思うであろうが、実は順境でも逆境でもなく、その人自らの力でそ

ういう境遇を作り出したに過ぎない」 

（訳）人生が思う通りにうまく運んでいる人を、人は「運がいい人だ」と言うだろうが、本当は、それは運

のいい悪いではなく、その人が努力をした結果、そういう状況を作り出しただけのことである。 

               （参考：渋澤健「渋沢栄一 100 の訓言」）：日本ビジネス人文庫

 


